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書 評

ドイツ語による最近の縄 の紹介書

特 にH.Dumolin:ZenGeschichteundGestalt・ に 就 て

平 田 高 士

近時欧州に於て も琿研究が極 めて盛ん となつて來 た。中には誤つた課語

や紹介 も所 々に散見せ られ る。今此威で ドイツ語によ る縄に關す る最近の

紹介書 を二 ・三拾 つてみ る。(一)「 琿の道」E,Herrigel:DerZen`We9・

otto・wilhelm-Barth・Verlag.Mtinchen-planeg91958・(⇒ 「輝 の歴史 と形

態」H,Dumolin:ZenGeschich七eundGesta1七 ・A・FranckeVer-

1ag.Bern1959.日 「本質への突破」K,G,Dlirkheim:Durchbruch

zumWesen.MaxniehausVerlag.ZUrich1954.四 「碧巌計三則濁

繹」W,Gundert,tib:B1・YAN・Lu.CarlHanserVerlag.MUnchen

1960.等 が ある。 その中H,Dumolin著 「暉の歴史 と形態」に就て概略

の紹介 をしよう。著者は現在上智大學神學部数授で ある。先づ←源 始佛教

と小乗佛教に於 ける神秘主義の要素口大乗佛教に於 ける聯秘主義⇔大乗経

典 と輝内支那佛教に於 ける輝の先騙 ㈲初期の租師方丙支那輝の最盛期唐代

㈹五家 の宗風㈹宋代の暉の獲展 とその方法化σゆ縄 の日本へ の移入㈲道元縄

師㈲室町期の輝の文化への影響白輝 と基数 の最初 の出會㊨ 日本近代 の輝㊧

白隠輝,以 上 の十四章に於て縄の登展史 を説いている。次 にその形態に就

て 穫 の歴史に於て も示 される如 く融 ま佛教と云 う枝の多い一本の木の根

幹であ る。而 して輝の中核 は悟であ り云 々」 と読 き次に 「悟の盟験」 と云

う項 目に於て有 名な縄信(舞 北洪川老師等)の 見性盟験 の記録 を載 せてい

る 。又 「悟の心理學的説 明」 と云 う項 目に於 て鈴木博士の初期の輝に關す

る論文が アメ リカ宗教心理學派に負つてい る事 を指摘,殊 にJame'sBeg・

riffderUn七erbewusstsein(下 意 識の概念)を 利用 して輝を説明せん とし

てい ると述べ てい る。又彼はC,G,Jungと の輝に關す る仕事 に於て東洋

的思惟 と 「無意識の心理學」《diePsychologiedesUnbewusstsein》 と

を併用してい ると述べ てい る。 又西 欧に於ては 「心理療法」《PSycho七h・

erapie》 へ の 期 待が 輝に封 して大であると附 加 えてい る。 而 して畢寛
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(2)

「心理學 は揮の便値 と必要性を説 く爲 の究極の言葉を語 ることは出來 ない」

と述べ る。 次に 《natlirlicheMys七ik》 と云 う語 を以て縄の特色 を示 し

基教袖秘主義 と題別す る。 則 ち 《dieGnadeMystik》 に封 し輝 は超 自
　　

然 《Ubernatur》 の恩寵によつてではな く,自 己の内的力によ り紹艦者

との合一がある・と説 く。又《dietiberna七UrlicheMystik》 に封す る《die

natUrlicheMystik》 た る輝の教理に於ては一聯論 もあれば汎神論 もある。
(s》

此の黒占に就ては次の様に推論する。それは 「輝者は悟 りの艦験を言葉に表

わすことが出來ない。 もしそれを傳えようとする時には大乗佛教(哲 學)
(4)

の言葉に於てなされ る」 と。然 し 「哲學 と匿 験は 自ら異 なつた ものであ
(5)

る」。 故に 「その臨一の禮験は一神論的に も又汎神論的にも表現 され得 る
(e)

のである」 と。畢寛 「如何なる悟に至らんとする正しく且つ献身的な純梓

に人間的な努力も完全なる眞理へ と導き得るものではない。只現世の人を

照 らす永遠のロゴスのみがそれへと導き得 るものである」 と云つて暉に封

し基教的批評の言葉を以て結んでいる。
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